
 

 

  

 
 

 

 

令和６年４月１８日(木)、６年生を対象に「令和６年度全国学力・学習状況調査」を

実施いたしました。過日、札幌市教育委員会より市立小中学校分の調査の結果が発表さ

れました。本校でも、調査の結果を分析し、課題及び改善の方向を検討し、結果をまと

めましたのでお知らせいたします。 

≪小学校国語科≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立大谷地小学校 

令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

本校の概要 改善の方向 今回の調査における課題 

【領域】 

 

□「話すこと･聞くこと」 

・全国平均とほぼ同程度で

あるが、やや上回る。 

 

 

 

□「書くこと」 

・全国平均を上回る。 

 

 

□「読むこと」       

・全国平均とほぼ同程度で

あるが、やや下回る。 

 

 

 

□「言葉の特徴や使い方に関

する事項」 

・全国平均と同程度である

が、やや下回る。 

 

 

 

□「我が国の言語文化に関す

る事項」 

・全国平均を下回る。 

 

 

●資料を活用するなどし

て、自分の考えが伝わる

ように表現を工夫する

こと。 

 

 

 

 

 

 

●人物像や物語の全体像

を具体的に想像したり

表現の効果を考えたり

すること。 

 

 

●学年別漢字配当表に示

されている漢字を文の

中で正しく使うこと。 

 

 

 

 

●日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考え

を広げることに役立つ

ことに気付く。 

 

 

〇話し合いや発表の場にお

いて、資料を活用するなど

して自分の考えが伝わる

ように表現を工夫する学

習の充実を図る。 

 

 

 

 

 

〇物語、伝記などを読み、内

容を説明したり自分の考

えたことを伝え合ったり

の充実を図る。 

 

 

〇読書などで文中での漢字

の使い方に慣れ、小テス

トなどでのこまめな習熟

や文作りなどで漢字を使

う学習の充実を図る。 

 

 

〇スタートタイムでの読書

活動の充実や学校図書館

の整備などを図る。 



≪小学校算数科≫ 
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本校の概要 改善の方向 今回の調査における課題 

【領域】 

 

□「数と計算」       

・全国平均と同程度である

が、やや下回る。 

 

 

 

□「図形」       

・全国平均とほぼ同程度で

あるが、やや上回る。 

 

 

 

 

□「変化と関係」 

・全国平均とほぼ同程度で

あるが、やや上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□「データの活用」 

・全国平均とほぼ同程度で

あるが、やや上回る。 

 

 

 

〇基礎・基本の計算の定着や

小数についての意味理解を

深める学習の充実を図る。 

 

 

 

〇立方体や直方体の体積の求

め方の理解や体積の単位と

これまでに学習した単位と

の関係を考え学習の充実を

図る。 

 

 

〇異種の二つの量の割合とし

て捉えられる数量の関係に着

目し、目的に応じて大きさを

比べたり表現したりする方法

を考える学習の充実を図る。 

〇速さなど単位量当たりの大

きさの意味や表し方について

理解を深める学習の充実を図

る。 

 

 

〇いろいろな項目の表やグラ

フに触れ、そこから読み取

ったことを表現する学習の

充実を図る。 

 

 

 

●除数が小数である場合

の除法の計算をするこ

とができる。 

 

 

 

●球の直径の長さと立方

体の一辺の長さの関係

を捉え、立方体の体積

の求め方を式に表すこ

とができる。 

 

 

●道のりが等しい場合の

速さについて時間を基

に判断し、その理由を

言葉や数を用いて記述

できる。 

●速さの意味について理

解している。 

 

 

 

 

●折れ線グラフから必要

な数値を読み取り、条

件に当てはまることを

言葉と数を用いて記述

できる。 

 

 



【学習状況調査】 

 

全国と比較して､肯定的な回答 

 

○学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

○毎日、同じくらいの時間に起きていますか。 

 

 

 

○分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはでき

ていますか。 

 

 

 

 

全国と比較して､否定的な回答 

 

●困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか。 

 

 

 

●「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか」の

項目で週１回程度の項目が多い。 

 

 

 

●先生は、授業やテストで間違えたところや理解していないところについて、分かるまで教えてくれ

ていると思いますか。 

 

 

 

 

 

学校に対して肯定的な気持ちを持ち続けられるよう、これからも子どもたちがそれぞれもつ力

を発揮できる環境を整えていく。 

一人ひとりの特性や進度に合わせた学びや友達との協働的な学びの中で、課題解決能力を培っ

ていけるよう指導の充実を図っていく。 

生活リズムが整っていることで学習意欲などに繋がっていると感じられる。今後も家庭と連携

しながら生活リズムを整えることの大切さについて伝えていく。 

悩みを抱え込まず、いつでも相談できるという安心感が生まれるよう、相談しやすい環境を整え

ていったり、スクールカウンセラーなどとの連携を図ったりしていく。 

ICT を活用することで学習に対して楽しみながら取り組むことができると感じる児童が多いの

で、より多くの場面で活用し、学習の充実を図っていく。 

主体的・対話的で深い学びや協働的な学びの中で、自己解決したり友達とのやり取りの中で解決

したりする場面が多く見られるが、その中でも一人ひとりの学びに合わせた指導ができるよう

に取り組んでいく。 


